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マフラー取付要領書 

 
約1.0時間 

 

 

取付参考時間 
 

作業難度 
 

①  パーツ交換/取付               

②   車体加工あり         

③  専門知識が必要   

④     分解整備                     

必要工具 
 

ボックスレンチ(HEX15、21) 

メガネレンチ(HEX15、21) 

マフラーハンガープライヤー又はウォーターポンプ

プライヤー 

トルクレンチ 

潤滑油 

  

適応車種 ジープ ラングラー JL20L  18.11- 

このたびはBATTLEZマフラーをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

本書はマフラーを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切に保管してください。 ＞ 

部品構成 

構成部品名称  数量  構成部品名称  数量  

① マフラー 
 

1 ② パイプクランプ 
 

1 

① ② 
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■お問い合わせ先 

性能等確認済表示 

×   903Z 商品名 

承認番号 

210199 成績表番号 

JQR10211129  Nt 

対象商品 

法規対象車両 

【本紙は継続検査時に必要となる場合があります。車検証等と一緒に大切に保管してください】 

性能等確認済表示付製品 

当製品は以下の内容で規制に対応している事を確認しています。 

当製品は国土交通省の認定を受けた登録性能等確認機関である「JQR」の試験に合格しています。 

 

下記の通り、「性能等確認済表示」をマフラー底部へ表示しています。 

車 種 ジープ ラングラー アンリミテッド  3BA-JL20L / ABA-JL20L 

適 応 (ⅲ)性能等確認済表示(登録性能等確認機関が確認した交換用マフラーに行う表示) 

10211129 
Nt 

ロットＮｏ.(4桁) 903Z  

マフラー 底部 
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取付要領 

1.純正マフラーと牽引フックを取り外します。 ※図中や文中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を示しています。 

2.センターパイプとマフラーの仮組みをします 

・純正マフラー、マフラーを吊っていたエキゾーストパイプサポート

（吊りゴム）を取り外します。      

 

※純正マフラーを吊っていたエキゾーストパイプサポートは再使

用します。 

 

エキゾーストパイプサポートの取り外しは潤滑油

を塗布しマフラーハンガープライヤーなどで取り外

すと簡単に取り外しができます。 

 

劣化したエキゾーストパイプサポートは使わない

でください。パイプの脱落や破損の原因となり

ますので、必ず新しい物と交換してください。 

 

 

➊フレーム左下にある牽引フック(ボルト4本)を取り外します。 

 

➋フレーム左側面のボルト2点(左図上2点)はバンパーを固定し

ているボルトなのでバンパー位置を確認し、締付します。 

推奨締め付けトルク 230N・m 

取り外す 

パイプクランプのナット

（HEX.15） 

を緩め、マフラーを外す 

純正マフラー 

➊ボルト（HEX.21）

4本を外し、牽引

フックを外す 

車両後部フレーム左角図 

➋バンパー位置を合せ

ボルトを戻す 

・パイプクランプ②をマフラー①に取り付けます。 

 

・

 

 

・マフラー①と純正センターパイプを接続します。 

 

センターパイプ側 ①マフラー 

②パイプクランプ ここまで差し込む 
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装着状態の確認 

各所でクリアランスは十分確保してください。接触及び近接していると、異音や排気熱による樹脂

製品等の変形･熔解の原因となります。 

初版 2022年5月17日 

1.ボルトの増し締めが全て完了したら、確認の為マフラーを揺さぶり、各部のクリアランスを点検してください。 

 

2.

 

3.試運転を行って再度、マフラー接続部からの排気ガス漏れや異音がしないか確認してください。 

 

4.1～3の項目に不具合があったら最初からボルトを締め直してください。 

3.位置確認・調整とボルト類の増し締めをします。 

・マフラー①のテール部とバンパーの位置関係を、パイプの

挿し具合やマフラー本体の回転などで調整します。 

※左図イラスト参照 

 

差し込み部分の切り欠きから排気漏れが 

しない範囲内で調整してください。 

 

差し込み量や角度の変化や、マフラー本体の回転方向の

調整でタイコ位置（＝テール位置）を調整する。

HEX.15 

クランプの合わさり目にマフラー①の 

切り欠きが来ないように調整します。 

合わさり目に切り欠きが来ると排気

漏れの原因となります。 

切り欠き 

上下左右に動かし調整 


